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本論文は、後期旧石器時代前半期の石器群を研究対象とし、東北日本の資料を中心に文化的な転換
点となった後期旧石器の成立について、考古学の立場から実証的に考究したものである。後期旧石器
時代の開始期にあたる福島県笹山原 No.16遺跡の出土遺物を分析し、特に基部加工石器に関して、石
材の多様性、素材剥離、調整技術、基部の形態、刃部形状等に着目し、分類と型式の再検討を行なっ
た。論文全体は、序章、終章を含む 6章から構成される。 
 序章では、東アジアの中に東北日本後期旧石器文化を位置づけ、研究目的と方法を論じ、本論文の
問題点を提示する。第 1章では、東北地方を中心に後期旧石器時代前半期の研究史を整理する。第 2
章では、本論の主要対象資料である笹山原No.16遺跡、第 2石器集中区について、遺跡概要と調査経
緯、集中区の特徴、石材の状況、石器の空間分布と遺構、基部加工石器の内容などを論じる。第 3章
では、韓半島における旧石器時代の様相について、世界的な前・中期にあたる初期旧石器時代から、
後期旧石器時代への通時的な変化を、石核資料の技術的分析を通して論じる。第 4章では、後期旧石
器時代前半期の石器群の特性について、ナイフ形石器の問題、台形様石器の問題、剥片剥離技術の様
相を考察する。後期旧石器時代における人類の思考の転換について、着柄行動、結合石器、ハンドグ
リップ等の新たな概念を導入して考察する。先行研究を踏まえつつも、基部加工石器は必ずしも狩猟
具とは限らず、基部を有する着柄できる石器という観点から整理する。そして終章で全体をまとめ結
論を展開する。 
本論文は、東北日本の一遺跡の事例の詳細な検討を通して、後期旧石器時代とは何かという人類史
的な問いに対しての、新たな観点を提示するものである。素材石刃と剥片の構造的関係、台形石器と
台形様石器の分類、連続剥離技術の再評価等、その論点は斬新であり、なお今後に実証を必要とする
点を残すも、大きな示唆に富む。また、韓半島における類似する石器である「スンベチルゲ」との比
較文化的な考察をも加え、基部加工という技術的要素の出現が、刃部形成から着柄部の製作へという、
剥離についての概念転換を伴ったことを論じる。資料分析の方法は着実であり、説得力を持つ。本論
文は、ナイフ形石器の器種概念を前提とした、従来の構造論的石器群理解に対しての、重要な問題提
起と評価でき、斯学の発展に資するものである。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を
授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
 
